流下液膜式氷蓄熱システムの研究 by 後藤 文宏
流下液膜式氷蓄熱システムの研究








~ ~ ~l~ll~ h~~~~~;~ ~~ ~~~~eV~~~f~~~" 
'''. 
' ~~7L~~i~~~~ _ T ~~ 
' ~ 1 07 'f~+~~~"^"'*"~ ~; 
i5~~ ~J Y'{+~T~h~~ /A ¥ ~~~ /
~~~ ~f~ I ~3jL~ t*~! 
i~ ~? *T- -~~*
;~ - * I~e~ 




























































































































































































































水槽 ブライン 散布水 氷量kg ヒ1夕電力kW ブライン 散布水
開始水位m 開始温度℃ 流量kg／s 入口温度℃ 流量kg／s 入口温度℃ 流量kg／s 入口温度℃ 流量kg／s 入口温度℃
F110．8 00．0892一15 0．0150 14．40．25 O．006712
F12Zノ ∠ノ ノ！ ノノ ！ノ 〃 0．49 0．011212
F13Zノ 〆！ ！ノ ノノ ノノ ！ノ 0．73 O．015012
F14！！ ノノ 〃 ノノ ！ノ ！ノ 1．02 0．022512
G110．8 00．9810一15 0．0150 21．60．49 0．011312
G12ノヴ ！ノ ！ノ ！ノ ！ノ ！ノ 0．99 0．020512
H110．8 00．0892一15 0．0150 14．40．750．0892 一5 0．015012
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鵬…／…・ ．師水流量 ．．　，，ρ、、q25．．㎏／s
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解氷開始 1時間30分後
2．　■　　　　（d）
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( d .= 19, 05mm) 
( d .= 41, 28mm) 
































































e Bj = -5'C 
e B. = O'C 
P B = I 080 kg/m3 
,.1""' 
,.1' 1 1'1'1"'1' 1'11"'1' 
Sellars'eq = 4 IVA (x=xl) 
Sellars'eq :1 4 JVB (x=xl) 
Sellars'eq :1 4 J~C (x=xl) 
'' .' ~ '~ ~ ~ - ~ ~ ~ ~ ~~~' ~ ~ 
~~=~ 
Sellars'eq ::1 /f J~A (x=xp) 
Sellars'eq I /f JVB (x=xp) 
Sellars'eq :] /r JVC (x=xp) 
hB - u B0,36 
,/ / 
1 0~2 10~1 
UB [ m/s l 
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ft~l 2 
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l 4 J~ C 
::1 4 JV B 
:1 4 JV A 
: 
NuB=0.91 7 Pe0.36 (GF=  . O 1 6kg/s) 
Sellars'eq = 4 JVC (x=xp) 
Sellars'eq = 4 JVB (x=xp) 
Sel[ars'eq 1 4 JVA (x=xp) 
Sellars'eq ~ 4 J~C (x=xl) 
Sellars'eq ::1 4 JVB (x=xl) 
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A = 4 JV C NuB=0.84 Pe0.38 
D :] 4 JV B NuB=0.30 Pe0.44 
o :1 4JVA NuB=0.06 Pe0.59 
A 




Se[[ars'eq ::1 /r JVC (x=xp) 1 Se[lars'eq = /r JVB (x=xp) 
Sellars'eq I /r JVA (x=xp) 
OD 
o~== 
l Sellars'eq 1 4JVC (x=xl) 
Sellars'eq ::1 4 JVB (x=xl) 
Sellars'eq = 4 JVA (x=xl) 











^ 1 4 Ju C 
I 1 4 IV B 
e ::14J~A 
NuB=1 .87 Pe0'24 
NuB=1 ,23 Pe0.24 
NuB=0.32 Pe0.36 




Se[lars'eq 1 4 JVC (x=xp) 
Se[lars'eq 1 4 ,VB (x=xp) j 




Sellars'eq :1 4 JVC (x=xl) 
Sellars'eq 1 4 JVB (x=xl) 
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A ::1 4 JV C (GB=0.104kg/s) 
D :] 4 JV B (GB=0,073kg/s) o 
o 1 4 JVA (GB=0,073kg/s) 
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頁　46
付一7　まとめ
　付図3および付図4から分かるように本実験のブラインの熱伝達率h，の測定値
は、（10）式をまとめて次の様に表せる。
　　　　　　　hB＝（2×10｝3×dI＋0．9）uBoレ36
　SeHarsらの式（4）におけるx－x、一〇．6mとした時の値と比べると、約1．2
倍～約1．8倍である。
　付図3の傾きから求めたブラインの熱伝達率h・の値（付図4）は、Sellarsら
の式（4）のhBに比べ大きかった。この、グラフの傾きより求めたhBの値は、管
内ブラインの流速を何通りかに変えたとき、ブラインと水膜の間の熱抵抗1／U
がどのように変わるかを測定して求めたものである。このとき、ブライン流速
がある点を越えて遅くなると、1／Uの増加率が減ってくる傾向があった。管内
ブライン流速がこの点よりも速い領域において1／Uを測定し、その傾きから
求めたh。の値は、Sellarsらの値により近づく物と思われる。
　この（9〉式右辺第3項の流下水膜の熱伝達率h・を水科らの実験式（6〉によって
与えたもの（付図6、●■▲一）と、付一6－2節で求めた本実験値である（11）式
によって与えたもの（付図5、○□△……）とを比較する。A、B、Cいず弗のコ
イルも（O□△……）の方が（●口▲一）よりも大きい。これは付図8を見ても
分かるとおり水膜の熱伝達率紅，の値は本実験による値（式（1生））の方が、水科
等の値（式（6））に比べ小さいためである。
　付図7より流下水膜の熱伝達率は次のように表せる・
　　　　　　　hF－0．50（P／d。〉1／3
　h・の値は水科らの式（6）の約1／4であり、本実験の流下水膜の熱伝達率の測定
値は、蒸発冷却器管群の場合よりもかなり小さい。
　一方付図8から分かるように、（3〉式右辺第1項のブラインの熱伝達率h・をSe
Harsらの式（4〉によって与えたもの（●■▲一）は、付一6－1節で求めた本実験
値（10）によって与えたもの（O□△『『一）よりも大きい。これは付図5、付図6に
示されるようにブラインの熱伝達率h，の値は、本実験による値の方がSellars
らの値（式（4））に比べ大きいためである。
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